



























































に「だんて」の制作を頼んだところ、放課後に 1 年生から 4 年生まで延べ60名以上の学生が「だんて」
の制作に取り組み、 2 週間で80台の「だんて」が完成した。座卓の天板には明るい色のテーブルクロ
スを貼り、学生たちに制作した「だんて」にメッセージを書いてもらうことで、避難所の雰囲気が少
しでも和むような配慮を心がけた。 4 月23日に「だんて」80台を 2 台の車に載せて、加須市の避難所
に支援物資として提供した（図 3 ）。その後も学生たちと「だんて」の制作を継続しており、合計120





















































ろ、700mm×600mm×200mmの 2 × 3 段の棚になった。この棚は「だんたな」と名付けて学生達と





































　2016年 9 月 6 日に熊本地震で被災した西原村の避難所において、一般社団法人日本リハビリテー
ション工学協会（RESJA）災害対策委員会の主催で、強化段ボールの整理棚を製作するWSを開催した。
参加者は10名で整理棚11個、ダンテ 7 個、ダンチェ 3 個を製作し住民に提供した。
　2016年11月22と23日もRESJA主催による御船町の子育て支援センター、益城町木山仮設団地、益
城町テクノ仮設団地でWSを開催した。参加者は約40名で幼児用椅子15個、整理棚 5 個、座卓12個、
座椅子 5 個、多目的箱 2 個、学習机 1 個を製作し住民に提供した。








　北海道地震によって大きな被害を受けた厚真町の被災者を対象として、2018年11月 2 日と 3 日にあ
つまスタードームで強化段ボールを使い避難所や仮設住宅で必要となる棚や机などの家具を、ボラン
ティアや地元の学生が製作し、避難住民に提供するワークショップを開催した。協力者は厚真町保健
師、防災士、厚真町ボランティアセンター登録ボランティア20名、厚真高校生徒 7 名と教師 2 名、厚





整理棚は15台、多目的箱 5 台、ランドセルラックは 3 台であった。
　このWSで製作した座卓と棚は2019年 3 月に厚真町の仮設住宅を調査で訪問したとき住民に使われ
ていることを確認した。
　 3 月 5 日から 6 日にかけて厚真町の役場と仮設住宅において実態調査を実施した。この調査は東洋
大学の知的財産実用化プログラムの助成を受けて実施したものである。当日は北海道の現地協力者と
して北海道災害リハビリテーション推進協議会（DoRAT）の古郡恵氏と早川康之氏に協力いただい
た。役場では防災課の篠原氏に地震直後の現地の状況と支援活動の内容について具体的に説明してい
ただいた。次に町内に設置された仮設住宅において被災された高齢者の生活状況についてインタ
ビューした。昨年寄贈してだんてとワークショップで製作した整理棚が生活の場面で活用されている
ことを確認した（図13）。また実用新案を取得した強化段ボール製ポータブルトイレ（ダントイレ）
の試作品を厚真町役場および被災された町民にインタビュー調査を実施した。また当日協力をいただ
いた札幌市と伊達市の理学療法士にダントイレのモニター調査を依頼した。その結果については、本
紀要の別稿においてまとめている。
図１2　厚真町でのワークショップ
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5 ．まとめと今後の計画
　以上のように2011年の東日本大震災を契機として、2016年の熊本地震、2018年の北海道胆振東部地
震の被災地に対して、強化段ボールで製作した座卓、座椅子、整理棚などの家具を東洋大学と関連企
業の協力によって提供してきた。また被災地域の住民と共に、リハビリテーション関係スタッフおよ
び現地の学生ボランティアの協力を得て、必要な家具を製作するワークショップを実施することがで
きた。これらの活動を通して、被災者の生活の質を向上向上することに寄与できたのではなかと考え
る。今後も想定される災害に対して、RESJAの災害対策委員会と関連企業と協働して、被災地域に
生活に必要な強化段ボール製品を迅速に供給できるシステムの構築を目指した活動を継続したいと考
えている。
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図１3　厚真町の仮設住宅での利用状況
